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心の中に平和の守りを固めよう

すべての人間の尊厳を重んじよう

教育・科学 文化の発展に努めよう

民族間の疑惑と不信を除こう

世界を友愛と信頼のきずなで結ぼう

土
台

を

し

っ
か
り
固

め
よ
う
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本
年
は
、
わ
が
協
会
の
創
立
か
ら

四
年
目
に
当
た
り
ま
す
。
昨
年
度
は

創
立
三
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、

会
員
あ
げ
て
の
努
力
に
よ
り
、
協
会

は
い
ち
だ
ん
の
成
長
を
と
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。わ
た
く
し
は
、会
長

と
い
た
し
ま
し
て
、
荒
木
　
武
名
誉

会
長
、内
海
　
厳
顧
間
を
は
じ
め
、仝

会
員
の
皆
々
様
に
対
し
、
心
か
ら
お

礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
さ
ら
に
創
立
五
周
年
に

期
待
さ
れ
る
飛
躍
的
発
展
を
め
ざ
し

て
、
じ
っ
く
り
と
土
台
を
固
め
る
べ

き
時
か
と
存
ぜ
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
、
よ
く
ご
承
知
の
よ
う
に

当
協
会
は
、
昭
和
二
十
年
度
か
ら
二

か
年
に
わ
た
り
、
広
島
市
立
中
央
図

書
館
奉
仕
課
長
末
野
　
忍
先
生
を
事

務
局
長
に
迎
え
、
ま
た
、
事
務
局
を

同
図
書
館
内
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
協
会
が
今
日
あ
る
所
以
は
、
末

野
事
務
局
長
の
ご
活
曜
の
た
ま
も
の

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
常
日
ご
ろ
感
謝

し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
び
、
末
野
先
生
の
ご
勤

務
の
ご
都
合
も
あ

っ
て
、
事
務
局
長

を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
先
日
も

ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
事

務
局
を
会
長
所
在
地

（広
島
大
学
教

育
学
部
永
井
研
究
室
）
に
移
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
過
去
二
年
間
に
わ

た
る
広
島
市
当
局
の
ご
援
助
に
お
礼

申
し
あ
げ
、
末
野
先
生
の
ご
功
績
を

た
た
え
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
協

力
を
得
ま
し
た
広
島
市
中
央
図
書
館

の
ご

一
同
様
に
対
し
、
深
く
深
く
謝

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

も
と
よ
り
、
事
務
局
の
組
織
や
所

在
が
変
わ
り
ま
し
て
も
、
わ
が
協
会

は
従
来
同
様
、

モ
ネ
ス
コ
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
会
員
の

皆
様
が
た
の

一
層
の
ご
活
躍
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
、
全
国
的
に
は
、
民
間
ユ

ネ
ス
コ
活
動
発
足
三
十
周
年
、
ま
た

地
元
広
島
で
は
、
原
爆
三
十
三
回
忌

を
迎
え
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
当
協

会
は
、
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の

国
際
的

。
国
内
的
諸
事
業
に
よ
り
積

極
的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
計
画
さ
れ
て
い
る
広
島

長
崎
合
同
原
爆
資
料
展
や
被
爆
問
題

Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し

て
も
、
大
い
に
協
力
す
べ
き
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
の
協
会
の
新
役

員
も
、
先
般
五
月
七
日
の
総
会
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
組
織

の
も
と
で
、
青
年
部
の
活
動
を

一
層

育
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
婦
人
の

活
躍
を
期
待
し
、
婦
人
部
の
結
成
が

実
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
会
員
増
大
、
維
持
会
員

の
獲
得
な
ど
、
協
会
を
充
実

・
強
化

し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

長 長  間

小 尾 松 永

合 尻 原 井

隆 博 滋

馨 之 臣 郎
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新
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化
活
動
担
当
）

深
崎
敏
之
　
　
深
瀬
文
恵

（国
際
交
流
担
当
）

高
橋
昭
博
　
　
今
村
信
昭

（広
報
活
動
担
当
）

理
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仁

一　
口
中
登
志
子

増
田
昭
二
　
　
竹
内
良
明

亀
井
　
立早
　
　
山
根
繁
徳

松
岡
盛
人
　
　
内
山
芳
雄

田
川
　
清
　
　
冨
永
厚
子

監
　
　
事

生
塩
公
敬
　
　
水ヽ
野
文
隆

事
務
局
次
長
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開
催
迫
ま
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
被
爆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｎ
Ｇ
Ｏ

（非
政
府
間
機
関
）
主
催

の

「
被
爆
の
実
相
と
そ
の
後
遺
、
被

爆
の
実
情
に
関
す
る
」
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
七
月
二
十

一
日
か
ら
八
月

二
日
ま
で
、
広
島
県
医
師
会
館
で
開

催
さ
れ
、報
告
書
、国
連
に
対
す
る
勧

告
な
ど
が
採
択
さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
際
連
合
経
済
社
会
理
事
会
の
諮
問

機
関
と
し
て
平
和

・
宗
教

・
科
学

・

青
年
・婦
人
な
ど
、各
種
の
国
際
的
組

織
が
結
集
さ
れ
、
非

政

府

間

機
関

（Ｚ
ｏ
●
Ｏ
ｏ
く
ｏ
「●
■
″０
●
絆”
】
○
『
∞

，
つ

ξ
翼
一０
い
の）

の
主
要
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
被
爆
問
題

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
わ

け
で
す
。

被
爆
国
日
本
で
は
、
原
水
禁
運
動

や
被
爆
者
援
護
運
動
が
熱
心
に
く
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
核
兵
器
開
発

競
争
は
や
ま
ず
、
大
量
の
核
兵
器
が

保
有
さ
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
原

水
爆
完
全
禁
上
の
実
現
の
た
め
に
は

日
本
に
お
け
る
核
兵
器
廃
絶
の
世
論

が
文
字
ど
お
り
地
球
上
の
世
論
に
ま

で
拡
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
被
爆
二
十
三
回
忌
を
迎
え
る
本

年
で
さ
え
、
被
爆
の
実
情
す
ら
世
界

の
人
び
と
に
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。昨
年
広
島
。長
崎
の
両
市

長
が
国
連
を
訪
間
し
要
請
さ
れ
、
ま

た
、
各
種
平
和
団
体
の
国
連
へ
の
要

請
も
あ

っ
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

行
事
の
内
容
と
し
て
は
、
第

一
段

階

（七
月
二
十

一
日
―
二
十
日
）
は

国
内

・
国
外
の
被
爆
問
題
専
門
家
約

四
十
名
が
、
東
京

・
広
島

。
長
崎
で

資
料
の
調
査
や
被
爆
者
と
の
面
接
お

よ
び
会
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
第
二
段

階

（七
月
二
十

一
日
々
八
月
二
日
）

は
国
内

。
国
外
を
あ
わ
せ
て
四
百
名

を
超
え
な
い
規
模
で
、
次
の
四
つ
の

問
題
を
め
ぐ

っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
ま
す
。
　
　
　
・

０
　
原
爆
の
医
学
的

。
遺
伝
的
影

響
、
後
遺
。

０
　
原
爆
の
社
会
的
影
響
、
と
く

に
被
爆
者
問
題
。

０
　
情
報
の
普
及
、
宣
伝
、
平
和

の
た
め
の
教
育
。

四
　
核
兵
器
の
廃
絶
、
放
射
能
か

ら
の
人
類
の
防
護

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

役
割
）
。

第
二
段
階
と
し
て
、
八
月
五
日
に

広
島
で
、
八
月
八
日
に
長
崎
で
、
そ

れ
ぞ
れ
大
衆
集
会

（広
島
で
は
県
立

体
育
館
を
予
定
）
が
開
か
れ
、
最
終

報
告
に
あ
わ
せ
て
核
兵
器
廃
絶
の
た

め
の
国
際
行
動
に
関
す
る
提
起
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
被
爆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
被
爆
の
実
相
と
そ
の
後
遺
、
被

爆
者
の
実
情
に
関
す
る
、
国
際
的
規

模
に
よ
る
科

学
的
調
査

・

研
究
の
成
果

が
戦
後
は
じ

め
て
報
告
さ

れ
る
画
期
的

な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
報

告
書
は
明
年

開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
る

軍
縮
特
別
委

員
会
に
提
出

さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い

一よ
一９
。

国
際
平
和

文
化
都
市
ヒ

ロ
シ
マ
で
開

催
さ
れ
る
こ

の
国
際
シ
ン

■
ジ
ウ
ム
を
成
功
き

・１１
る
市
民
の
企

が
、　
こ
の
四
一
月

イ
一
結
成
き
■ヽ
て
以

来
、
永
井
滋
郎
氏
と
私
と
■
ｍ
人
の

資
格
で
こ
れ
に
参
加
し
、
青
年
“
各

位
の
協
力
も
得
て
、
■
不̈
ス
コ
の
精

神
を
体
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

当
し
、
成
功
を
念
願
し
て
今
日
に
い

た
り
ま
し
た
。
会
長
各
位
も
個
人
の

立
場
で
募
金
運
動
に
応
分
の
ご
援
助

を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

残
念
な
こ
と
は
、
原
水
禁
運
動
統

一
問
題
に
閲
連
し
て
広
島
準
備
委
員

会
の
動
き
が
も
た
も
た
し
た
こ
と
で

す
。
わ
れ
わ
れ
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
成
功
さ
せ
る
市
民
の
会
と
し
て

は
、
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
と

統

一
問
題
は

明

確

に

切
り
離
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
を
中
し
て
お
き
ま

一り
。

（本
会
顧
間
　
内
海
　
巌
）

国 際 連 合

総  会

編」菫審調電弄 1事
務局

1場輩
国際百J云

裁判所

国連情報局 | その他 諮問
国
連

関
係

機
関

1青幸風|ヨ供

謹
〆

Noo oovernnlenta1 0rganizalons

非政府間機関

ＯＣ

ｔｃ

Ｃ
ｏ

ｅ

Ｏ

Ｏ

Ｅ

Ｌ

Ｈ

Ｎ

Ｉ
Ｗ
Ｕ一

互
―

ヨ

ー

ク

書
記
局

ジ
■
不
１
．フ
一

書
記
局
一

―
「
―
―
‐

人権委員会 軍縮特別委員会 1国際婦人年委員会 |  その他

国際シンポジウム国際準備委員会

コ際シンポジウム広島準備委員会1国際シンポジウム長崎準備委員会

国際シンポジウム日本準備委員会

都道府県推進委員会



③ 昭和52年 7月 25日 ヒ ロシ マ・ユ ネ ス コ 第 5号

ユ第
アニ

映回
画 ヒ
祭 ロ

受シ
賞マ
作国
品際
決ア
まマ
るチ

「
平
和
と
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
映
像
に
よ
る
平
和

祭
―
第
二
回
ヒ
ロ
シ
マ
国
際
ア
マ
チ

ュ
ア
映
画
祭

（委
員
長
　
荒
木
武
広

島
市
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
新
藤
兼
人

（映
画
監
督
）
氏
ら
で
審
査
を
行
い

グ
ラ
ン
プ
リ

「
江
清
丸
」
な
ど
二
十

一
編
の
受
賞
作
品
を
決
定
し
た
。
受

賞
作
品
は
、
こ
の
八
月
、広
島
、東
京

な
ど
の
各
地
で
発
表
上
映
さ
れ
る
。

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
、
広
島

市
な
ど
が
主
催
し
て
第

一
回
映
画
祭

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
、
被
爆
三

十
周
年
を
迎
え
た

一
九
七
五
年
。
こ

れ
に
は
海
外
十
六
か
国
が
参
加
し
て

改
め
て
ヒ
ロ
シ
マ
の
重
み
を
内
外
に

実
証
し
た
。
そ
し
て
、第

一
回
の
優
秀

作
品
は
昨
年
パ
リ
の
ュ
ネ
ス
コ
本
部

で
開
か
れ
た
パ
リ
日
本
文
化
祭
に
ュ

ー
カ
ラ
劇
な
ど
と
並
ん
で
参
加
し
、

好
評
を
博
し
た
。

第

一
回
の
成
果
を
受
け
て
、
今
回

は
海
外
か
ら
十
七
か
国
、
イ
ン
ド
、

パ
ナ
マ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

ス
イ
ス
な

ど
の
新
顔
が
目
だ
つ
幅
広
い
参
加
と

な

っ
た
。
作
品
数
は
内
外
合
わ
せ
て

一
六
〇
編
。
原
爆
を
語
る
も
の
、
農

民

一
家
の
暮
ら
し
を
つ
づ
る
も
の
、

あ
る
い
は
自
然
と
人
び
と
と
の
工父
徴

を
描
く
も
の
が
あ
り
、
映
画
祭
の
テ

ー
マ
を
め
ぐ

っ
て
ア
マ
チ

ュ
ア
の
手

に
な
る

´
草
の
根
″
映
像
が
さ
ま
ざ

ま
な
光
彩
を
放

っ
て
審
査
員
の
目
を

飽
き
さ
せ
な
か

っ
た
。
応
募
者
の
世

代
も
、
黒
人
問
題
を
扱

っ
た
米
フ
ロ

リ
ダ
洲
の
高
校
生
か
ら
七
十
歳
ま
で

と
広
く
、
女
性
の
参
加
も
あ

っ
た
。

一　

グ

ラ

ン
プ

リ

に

輝

く

　

一

一

「
江

清

丸
」
の

一
場

面

一

審
査
は
、
新
藤
、
瓜
生
忠
夫

（評

論
家
）
、山
田
和
夫

（映
画
評
論
家
）

氏
ら
専
門
家
に
加
え
て
、
日
ユ
協
代

表
の
内
海
巌
中
央
委
員
、
飯
島
宗

一

前
広
島
大
学

長

の
手
で
行
わ
れ
た

（
ロ
ユ
協
か
ら
川
喜
多
か
し
こ
氏
に

ご
参
加
い
た
だ
く
予
定
だ

っ
た
が
、

き
わ
め
て
残
念
な
が
ら
、
ご
本
人
の

都
合
で
実
現
し
な
か

っ
た
）。
「
第

一

口
に
比
し
て
質
的
に
向
上
し
た
。
と

り
わ
け
外
国
作
品
の
水
準
が
上
が

っ

た
」
と
い
う
の
が
審
査
員
の

一
致
し

た
輩蜂
詳
。

「
日
本
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ

ル
。
外
国
は
骨
太
い
」
な
ど
、
審
査

を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
お
国
柄
や
民

族
性
に
関
す
る
感
想
が
聞
か
れ
た
の

も
国
際
的
行
事
な
ら
で
は
の
こ
と
で

国
際
理
解
の
う
え
で
も
興
味
あ
る
審

査
風
景
を
呈
し
て
い
た
。

さ
て
、
栄
え
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
洋

い
た
の
は
高
校
教
師
、
森
永
泰
輔
氏

（四
十
七
歳
）
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
江
清
九
」

（
８
ミ
リ
、
カ
ラ
ー
、

２０
分
）
。
第

一
回
の
受
賞
作
品

一
巴
峡

に
生
き
る
」
を
自
ら
携
え
て
パ
リ
Ｈ

本
文
化
祭
に
参
加
し
た
、
そ
の
人
．

作
品
は
、

「
江
の
川
の
自
然
を
守
ろ

う
」
の
横
幕
を
掲
げ
て
広
島
県
二
次

市
か
ら
島
根
県
江
津
港
ま
で
百
二
十

ロ
キ
メ
の
江
の
川
を
筏
で
下

っ
た
教
師

仲
間
四
人
の
記
録
。
自
然
破
壊
を
に

く
み
、
心
か
ら
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

た
め
に
撮

っ
た

″
ふ
る
さ
と
″
作
品

「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に
日
ユ
協
会
長
賞

が
グ
ロ
ー

ハ
ル
な
性
し
て
金
的
を
彎

」１１
め
た
の
が
画
′日
い
。

総
理
大
臣
賞

一
一
俵
の
栗
」
は
、

老
夫
婦

（七
十
九
歳
と
七
十
歳
）
き

り
の
農
家
に
伝
わ
る

一
供
の
菓
に
ま

つ
わ
る
話
。
飢
飢
に
備
え
た
先
社
の

悲
し
い
知
恵
が
、
業
を
代
々
伝
え
て

き
た
。
戦
場
で
餓
死
し
た

一
人
息
子

と
先
祖
に
い
ま
で
も
菓
モ
チ
を
供
え

る
夫
婦
の
姿
は
、
見
る
者
の
心
を
離

さ
な
い
。

一
日
本
エ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
会
長

一

一
賞
の

「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

一

日
本

ュ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
会
長
賞

「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
は
、
イ
ギ

リ
ス
は
ク
ロ
イ
ド
ン
の
町
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
活
動
を
描
く
１６
ぼ
映
画
。

市
民
が
誇
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

″
５０

歳
々
の
誕
生
記
念
演
奏
会
を
克
明
に

記
録
し
た
化
作
で
あ
る
。

な
お
、
受
賞
作
品
は
八
月
四

・
五

六
日

（広
島
）
、
同
八
日

（長
崎
Ｎ

Ｂ
Ｃ
ビ
デ
オ
ホ
ー
ル
）
、
同
十
四
日

（
Ｔ

Ｂ
Ｓ

ホ
ー
ル
）
、
同

十
九
日

（大
阪
朝
日
生
命
ホ
ー
ル
）
、
一
般
公

開

（無
料
）
さ
れ
る
ほ
か
、
各
地
ユ

ネ
ス
コ
活
動
に
貸
し
出
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
、
中
し
込

み
先
は
広
島
市
基
町
二

一
―
三
中
国

放
送
内
―ニ
ロ
シ
マ
国
際
ア
マ
チ

ュ
ア

映
画
祭
実
行
委
員
会

（
〒
七
三
〇

鷲
〇
八
二
二
―
二

一
―
四

一
九

一
）
。

受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

▽
ヒ
ロ
シ
マ
グ
ラ
ン
プ
リ

・
広
島

市
長
賞

「
江
清
丸
」
森
永
泰
輔

（広

島
）
▽
総
理
大
臣
賞

「
一
俵
の
粟
」

武
田
方
和

（愛
嫉
）
▽
外
務
大
臣
賞

「
平
和
の
前
夜
に
」
ブ
ル
ガ
リ
ア
▽

文
部
大
臣
賞

「
神
戸
人
形
」
熊
谷
鉱

供
寿
（大
阪
）
▽
広
島
県
知
事
賞
「
美

の
陰
に
」
安
藤
治

（岐
阜
）
▽
長
崎

市
長
賞

「
軍
事
パ
レ
ー
ド
」
ブ
ル
ガ

リ
ア
▽
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
会

長
賞

「
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
イ
ギ

リ
ス
▽
中
国
放
送
賞

「
石
仏
の
詩
」

梅
田
詮

〈広
島
）
▽
中
国
新
聞
社
賞

「
海
峡
の
銀
魂
」
池
尚
浩

（韓
国
）

▼
朝
日
新
聞
社
賞

「
再
起
」
坂
本
光

二

（東
京
）
▽
毎
ＥＩ
新
聞
社
賞

「
千

潟
の
海
」
日
下
部
渡

（福
岡
）
▽
入

選

（十
編
）

「
黒
人
ジ
ョ
ー
」
ア
メ

リ
カ
、　
Ｆ
や
お
／
愛
国
者
」
ス
イ
ス

「
ガ
ー
ナ
か
らヽ
き
た
フ

ロ
ー

レ

ン

ス
」
西
ド
イ
ツ
、

「
地
上
に
花
を
」

ポ
ル
ト
ガ
ル
ほ
か
。

（本
会
理
事
　
亀
井
　
章
）
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去
る
二
月
行
わ
れ
た
青
年
部
合
宿

に
お
い
て
、
夜
を
徹
し
て
今
後
の
青

年
部
の
活
動
方
針
が
討
論
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
役
員
も

一
新
さ
れ
、
結

成
以
来
二
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
徹

底
的
に
反
省
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
原
爆
に
つ
い
て
考
え
る
」、
「
東
南

ア
ジ
ア
に
つ
い
て
」、
「
児
童
画
展
」

等
々
、　
一
応
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
言
わ

ば
単
発
的
。
´
限
り
な
い
ユ
ネ
ス
コ
運

動
展
開
の
た
め
に
は
、

「も

っ
と
恒
　
　
た
。
そ
し
て
昨
年
は
、留
学
生
に
も
ヒ

常
的
・
継
続
的
に
こ
れ
ら
の
問
題
と
　
　
ロ
シ
マ
の
体
験
、
そ
れ
が
も
つ
世
界

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
　
　
的
意
味
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
お
う

う
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
講
座
の
中
に
英
語
に
よ
る
講
演

こ
う
し
た
中
で
提
案
さ
れ
、
重
点
　
　
を
組
み
入
れ
た
り
し
て
き
ま
し
た
一

「
十

不

ス

コ

ｏ

コ

ン

パ

ニ

オ

ン
」

ス

タ

ー

ト

原

爆

図

書

の

読

書

会

も

広

島

市

に

ユ

ネ

コ
青
年

部

を

結

成

去
る
五
月
、
東
広
島
市
に
ユ
ネ
ス

コ
青
年
部
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
永
井
会
長
の
熱
心
な
お

骨
折
り
に
よ
り
結
成
の
運
び
と
な

っ

た
も
の
で
、
現
在
会
員
は
、
学
生
を

中
心
に
十
六
名
、
月

一
回
の
定
例
会

で
は
、
英
会
話
を
中
心
と
し
た
研
究

会
、
学
習
会
が
も
た
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
絵
画

・
レ
ク
レ
ェ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
幅
広
い
活
動
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ

Ｚ
り

。第

二

回
　
「
世

界

の

児

童

画

展
」
を

開

催

当
協
会
青
年
部
は
、
広
島
市
教
育

委
員
会
、
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

後
援
の
も
と
に
、

「世
界
の
児
童
画

展
」
を
、
八
月
二
日
か
ら
市
中
央
図

書
館
で
開
催
す
る
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
を
つ

う
じ
て
外
国
の
文
化
、
生
活
に
触
れ

る
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
、
国
際

理
解

・
国
際
平
和
の
必
要
を
認
識
し

て
も
ら
う
場
に
し
よ
う
と
、
毎
年
、

青
年
部
が
企
画
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
三
回
目
を
数
え
る
。

「
世
界
の
中
の
ヒ
ロ
シ
ア
」

第

二
回
論
文

・
作
文

・

ポ

ス
タ
ー

・
書
を
募
集

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ス 東

活
動
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が

「
ユ
ネ
ス
〓

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
青
年
部
で
は
、
平
和
に
つ

い
て
考
え
、
平
和
を
推
し
進
め
る
日

的
で
原
爆
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し

そ
う
し
た
中
で
、
今
年
は

「
留
学
生

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ヒ
ロ
シ
マ
を

訪
れ
る
外
国
青
年
の
観
光
が
単
な
る

物
見
遊
山
に
終
わ
る
の
で
な
く
、
ま

た
原
爆
ド
ー
ム
が
単
な
る
モ
ニ
ュ
メ

じ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
い
う
願
い
か

ら
平
和
公
園
を
中
心
に
し
た
外
国
人

の
無
料
ガ
イ
ド
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
自
分
た
ち
の
意
識

向
上
の
た
め
の
原
爆
図
書
の
読
書
会

童
画
展
」
、料
理

。
お
花

。
お
茶
を
つ

う
じ
て
日
本
文
化
を
留
学
生
に
紹
介

す
る
交
換
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
来
年
五
月
に
は
、
西
日
本

プ
ロ
ッ
ク
青
年

ユ
ネ
ス
コ
大
会
を
当

青
年
部
の
主
管
で
開
催
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
と
く
に

今
回
の
児
童
画
展
は
、
ド
イ
ツ
の
ル

ー
ド
ヴ
イ
ヒ
シ
ャ
ー
フ
エ
ン
の
青
年

団
体
と
接
触
す
る
機
会
を
得
、
独
自

に
交
換
し
た
絵
画
を
展
示
す
る
予
定

で
す
。

今
後
と
も
青
年
部
で
は

「
ヒ
ロ
シ

マ
ー
ー
平
和
」
の
考
え
の
も
と
に
、

継
続
的
な
活
動
を
展
開
し
て
行
く
計

画
で
す
。
　

　

　

（今
村
信
昭
記
）

和
」
を

表

現

す
る
も
の
、

書

「
と

も
」
「
友
」
（小
学
低
学
年
）
ほ
か
。

締
め
切
り
／
九
月
十
五
日
。

要
項
や
応
募
方
法
な
ど
の
く
わ
し

い
こ
と
は
、
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ

ー

「
論
文

・
作
文

・
ポ
ス
タ
ー
」
募

集
係
ま
で
。
電
四

一
―
五
二
四
六

青年部活動
のあらまし

ン
ト
と
し
て
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
ヒ
　
　
英
語
で
ヒ
ロ
シ
マ
を
伝
え
る
た
め
に

ロ
シ
マ
の
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
　
　
英
文
の
輸
読
会
も
行

っ
て
い
ま
す
。

と
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
意
味
に
少
し
で
も
　
　
そ
し
て
、
今
そ
の
輪
は
除
々
に
広
が

触
れ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
　
　
り
つ
つ
ぁ
り
ま
す
。

ぞ
れ
の
立
場
で
平
和
と
は
何
か
を
感
　
　
　
そ
の
ほ
か
、
八
月
の

「世
界
の
児

今
回
は
、
日
ユ
協
連
、
長
崎
ユ
協
　
　
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
な
ど
と
共
催
し

か
ら
の
絵
画
提
供
の
ほ
か
、
青
年
部
　
　
て
、
平
和
に
関
す
る
論
文
、
作
文
、

が
、
ド
イ
ツ
。
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
シ
ャ
　
　
ポ
ス
タ
ー
、
書
を
募
集
し
て
い
る
。

―
フ
ェ
ン
の
青
年
団
体
と
交
換
し
た
　
　
　

，し
れ
は
、
青
少
年
に
平
和
の
尊
さ

絵
画
を
加
え
て
展
示
す
る
。
青
年
部
　
　
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
る
こ

で
は
、
こ
の
機
会
に
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
　
　
と
に
よ

っ
て
、
人
類
が
お
互
い
に
助

シ
ャ
ー
フ
ェ
ン
の
青
年
と
児
童
画
の
　
　
け
合
い
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界

交
換
を
と
お
し
た
国
際
交
流
を
計
画
　
　
を
創
る
豊
か
な
心
を
養
う
こ
と
を
目

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
し
た
も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続

期
日
／
八
月
二
日
―
八
月
二
十
八
日
　
　
い
て
の
募
集
で
あ
る
。

場
所
／
広
島
市
立
中
央
図
書
館
　
　
　
　
　
募
集
要
項
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お

展
示
ホ
ー
ル
　

　

リ
。

資
格
／
論
文
＝

一
般
　
作
文

・
ポ
ス

タ
ー

・
書
Ｈ
小
中
高
校
生
。

テ
ー
マ
／
論
文

「
平
和
と
人
間
」
、

作
文

「
楽
し
い
思
い
出
」

（小
学
低

学
年
）
ほ
か
、
ポ
ス
タ
「

「
世
界
平


